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定
例
会
（
意
見
書
・
契
約
）

30
人
以
下
学
級
の
早
期
完
全

実
現
の
た
め
の
意
見
書

一
、
段
階
的
に
「
35
人
以
下
学
級
」

を
実
現
す
る
と
し
た
教
職
員
定
数

改
善
計
画
を
速
や
か
に
実
施
す
る

こ
と
（
国
に
要
請
す
る
こ
と
）

一
、「
30
人
以
下
学
級
」
の
早
期
完

全
実
現
が
で
き
る
よ
う
教
職
員
定

数
の
大
幅
な
改
善
な
ど
人
的
措
置
・

財
政
的
な
措
置
を
行
う
こ
と
（
国

に
要
請
す
る
こ
と
）

一
、 

県
独
自
に
も
「
30
人
以
下
学

級
」
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
枠
の

拡
大
や
下
限
条
件
「
25
人
以
上
」

の
引
き
下
げ
に
努
力
す
る
こ
と
。

一
、「
30
人
以
下
学
級
」
に
伴
う
教

室
増
等
の
条
件
整
備
を
市
町
村
と

連
携
し
て
計
画
的
に
行
う
こ
と
。

一 

増
員
さ
れ
る
教
職
員
は
正
規
の

教
職
員
を
充
て
る
こ
と
。

　

提
出
者　

上
原　

喜
代
子

　

あ
て
先　

内
閣
総
理
大
臣
、

　

文
部
科
学
大
臣
、
沖
縄
県
知
事
、

　

沖
縄
県
教
育
委
員
会
教
育
長

　
　
　
　
　
（　

）
は
県
へ
の
要
請

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
拡
充

及
び
教
育
条
件
整
備
の
た
め

の
意
見
書

一
、
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の
水

準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
そ

の
根
幹
と
な
る
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
を
堅
持
し
、
早
急
に
国

の
負
担
を
拡
充
す
る
こ
と
。

一
、
教
職
員
定
数
改
善
計
画
を
速

や
か
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
学

校
現
場
に
必
要
な
教
職
員
を
確
保

し
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

等
の
専
門
職
の
配
置
を
正
規
職
と

し
て
拡
充
す
る
こ
と
。

一
、
意
欲
と
情
熱
を
持
っ
て
教
育

に
取
り
組
む
優
れ
た
教
員
を
確
保

す
る
た
め
、
人
材
確
保
法
を
堅
持

し
、
勤
務
実
態
を
踏
ま
え
た
教
員

の
処
遇
改
善
に
努
め
る
こ
と
。

一
、 

教
育
関
係
予
算
を
増
額
し
、

充
実
さ
せ
る
こ
と
。

　

提
出
者　

赤
嶺　

雅
和

　

あ
て
先　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　
　

文
部
科
学
大
臣

　
く
が
に
市
場
向
い
で
雨
水
・

汚
水
幹
線
工
事
を
行
い
ま
す
。

雨
水
等
を
速
や
か
に
処
理
し
、

浸
水
を
防
ぎ
ま
す
。

　
場
所
：
南
風
原
町
山
川
地
内

　
工
期
：
平
成
30
年
６
月
26
日
〜

　
　
　
　
平
成
31
年
１
月
21
日

　
契
約
の
相
手
方
：

　
有
限
会
社　
新
長
堂
土
木

上記意見書の採決の様子

工事箇所

意見書
全会一致で

可決

契約
全会一致で

可決

陳
情
（
要
請
）
を
受
け
、
委
員
会
で
審
査
し
、
本
会
議
で

採
択
し
た
結
果
、
国
、
県
、
関
係
行
政
庁
に
意
見
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

予
定
価
格
が
五
千
万

円
以
上
の
契
約
は
議

会
議
決
事
項
で
す
。

津
嘉
山

第
６
雨
水
幹
線
工
事

事
業
費　
８
５
０
０
万


